
施 設 名

管 理 者 名 指定期間 ～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

中央区一番堀通町３番地１

スポーツ基本法

新潟市体育施設条例

(１)新潟市体育施設条例に基づき，スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな
市民生活の形成に寄与する管理運営を行うこと。
(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに，住民サービスの向上や平等利用を確保する
こと。
(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(４)利用者に対し，安全で快適な環境を提供すること。
(５)新潟市個人情報保護条例に基づき，個人情報の保護を徹底するとともに，業務上知り得た情報について守
秘義務を遵守すること。
(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(８)指定管理者制度を理解し，実践すること。

平成２６年度 公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

新潟市陸上競技場

新潟市開発公社・新潟アルビレックスＲＣ 平成26年4月1日 平成31年3月31日

スポーツ振興課

施 設 概 要

敷地面積　４１，２８０㎡　　延床面積　４，９９６．２㎡
建築構造　鉄筋コンクリート造（４階建）
主な施設内容
　トラック　４，６８３．１７９㎡
　フィールド　１４，５６１．６６５㎡
　メインスタンド（４階建）　３，３４８．０９㎡
　バックサイドスタンド　５，５４３．７㎡
　駐車場　８，２５０㎡

施 設 設 置 目 的

スポーツの普及振興を図り，市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを
目的として，体育施設を設置する。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等



視 点 評価
※

B

B

A

B

B

B

B

A

B
適切に対応してい
た。

評価項目 評価指標 実績 評価コメント
※

市 民

広報の充実
ホームページに施設の情報
及びブログを月1回以上更新

・ＨＰでの情報提
供実施（１回/月以
上）
・館長ブログ実施
（概ね１回/月以上
更新）

更に指定管理者
HP等の活用を望
む。

各種サービス別満足度
施設管理に関する利用者
アンケートで「満足」が60％以上

・H26年施設アン
ケートを実施
　接遇項目「満足
以上」：74.1％

目標を大きく上
回ったことは評価
できる。

苦情･要望に対する対応
苦情・要望には14日以内
に回答

・苦情対応マニュ
アルを整備
・苦情，要望には
迅速に対応し，回
答までに14日を超
えるものはなかっ
た。

必要な対応を行っ
た。

設置目的に合致したサービ
ス提供

各種スポーツ教室に
延1,000人以上参加

・スポーツ教室開
催数
　年間　38コマ
・スポーツ教室延
べ参加者数
　1,100人
※いきいき健康づ
くり支援事業を除
く
　年間137コマ
　延べ参加者数
1,850人

H27年1月～のト
ラック改修工事に
よる利用休止が
あったが目標を上
回ったことは評価
できる。

財 務

利用者１人あたりのコスト削
減額

利用者1人あたりコスト
（人件費及び工事費を除く）
を213円以下

・209円

市の歳入の増加

業 務

他施設との連携に対する理
解

他施設との連携会議を
月1回以上開催

・週１回館長会議
を開催した。

週１回開催し，連
携に努めている点
で評価できる。

使用料収入を年間
20,666千円以上

・24,121千円

H27年1月～のト
ラック改修工事に
よる利用休止が
あったが目標を上
回ったことは評価
できる。

人員計画の合理性妥当性 業務基準書の人員確保
・施設管理に必要
な人員を配置し
た。

基準利用者数の達成 利用者数年間195,000人以上

・202,555人

（世界GB選手権
等による専用利用
者が増）

H27年1月～のト
ラック改修工事に
よる利用休止が
あったが目標を上
回ったことは評価
できる。



B

B

B

B

B

B

B

B

・コンプライアンス
講習会実施
（10/1）

適切に対応してい
た。

・照明の間引きに
よる節電
・水道蛇口調整に
よる節水
・節水型シャワー
ヘッドの設置
・コピー用紙の裏
紙使用

適切に対応してい
た。

安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

防災訓練年2回以上実施

・館長を安全責任
者とし，不在の場
合は制職員が代
行。
・消防訓練実施
（6/19，3/27）
・防災危機管理講
習会受講（2/26）
・防犯危機管理講
習会受講（10/30）

適切に対応してい
た。

日常連絡の適切さ

各種報告書の提出期限厳守
及び業務基準書に定められ
た
報告内容の適切さ

・遅滞なく適切に
提出した。
・連絡は随時適切
に行った。

適切に対応してい
た。

業 務

事件・事故発生時の対応の
適切さ

補償を伴う事故発生件数0件

改善指導なし。

環境に配慮した管理運営
省エネ及び環境に配慮した
取り組みの実施

・事件，事故に対
応するマニュアル
の中で必要な規
定が整備されてい
る。必要な訓練も
実施されており事
故発生時の対応
もしっかりなされて
いる。
・補償を伴う事故
発生なし。

適切に対応してい
た。

業務基準書等に定める事項
の遵守

その他業務基準書等に
定める事項の遵守

改善勧告時の対応の迅速さ
・適切さ

改善内容に応じて軽易なも
の
即日，時間を要するもの1週
間
以内に改善対応

・各種資格所有者
やスポーツ施設管
理の経験者を適
切に配置した。

適切に対応してい
た。

・簡易なものは迅
速かつ適切に実
施した。
・時間を要する業
務改善指導はな
かった。

当該施設の管理に係る
関係法令の遵守

コンプライアンス研修年1回
以上実施

・遵守した。
適切に対応してい
た。

人 材

配置人員条件の充足
業務に必要な資格又は専門
知識，経験を有する職員の
配置



B

B労働基準の充足

・平等利用研修
（2/4）
・インストラクション
研修（2/6）
・スポーツ相談研
修（2/20）
・研修の最後に理
解度テストを実施
している。

適切に対応してい
た。

　これまでのノウハウを生かし，大きな問題もなく施設の管理運営を行った。
　平成27年1月以降の工事に伴う利用休止をしたが，利用者数の目標をクリアしたことは評価できる。
　今後も施設の特性を生かしたサービス提供を行い，利用者数及び満足度を向上させる取り組みがなされることを期待す
る。

労働関係法令の遵守 ・遵守した。
適切に対応してい
た。

配置人員のミッションの
理解度とスキルの習得度

職員研修を年2回以上実施

〔市民〕
　すべての評価指標をクリアすることができた。スポーツ教室については，種目や内容，指導者のスキル向上，申し込み
方法，宣伝や周知の見直し，スポーツ教室チケットの発行等で参加しやすい仕組みを作り，さらに参加者増を図りたい。
〔財務〕
　評価指標をクリアすることができた。
〔業務・人材〕
　専門的な資格所有者の配置や各種研修を実施したことが，「事故発生なし」という結果に表れた。継続的な資格取得や
研修を実施することで，更なる職員のスキルアップを図りたい。

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

指定管理者記載欄（アピールしたい事項・未達成項目への改善策等）

人 材

【評価基準】 
Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている 

Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている 
Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない 

 ※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ 
        ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていな 

        ければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。） 



施 設 名

管 理 者 名 指定期間 ～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

スポーツの普及振興を図り，市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的と
して，体育施設を設置する。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

(１)新潟市体育施設条例に基づき，スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな
市民生活の形成に寄与する管理運営を行うこと。
(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに，住民サービスの向上や平等利用を確保する
こと。
(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(４)利用者に対し，安全で快適な環境を提供すること。
(５)新潟市個人情報保護条例に基づき，個人情報の保護を徹底するとともに，業務上知り得た情報について守
秘義務を遵守すること。
(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(８)指定管理者制度を理解し，実践すること。

中央区一番堀通町３番地１

スポーツ基本法

新潟市体育施設条例

施 設 概 要

敷地面積　―㎡（陸上競技場内）　延床面積　５７１㎡
建築構造　鉄筋コンクリート造（陸上競技場内）
主な施設内容
　１階　トレーニングルーム（筋力系），男女シャワールーム，事務室
　２階　トレーニングルーム（有酸素系），健康相談室

施 設 設 置 目 的

平成２６年度 公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

新潟市トレーニングセンター

新潟市開発公社・新潟アルビレックスＲＣ 平成26年4月1日 平成31年3月31日

スポーツ振興課



視 点 評価
※

B

C

B

B

C

財 務 C

A

B

B

・施設管理に必要
な人員を配置し
た。

適切に対応してい
た。

日常連絡の適切さ

各種報告書の提出期限厳守
及び業務基準書に定められ
た
報告内容の適切さ

・遅滞なく適切に
提出した。
・連絡は随時適切
に行った。

適切に対応してい
た。

使用料収入を年間
9,940千円以上

・9,657千円

トラックの改修工
事に伴い，トラック
利用者のトレーニ
ング利用が見込
めなかったことか
ら，目標達成にい
たらなかった。

業 務

他施設との連携に対する理
解

他施設との連携会議を
月1回以上開催

・週１回館長会議
を開催した。

週１回開催し，連
携に努めている点
で評価できる。

人員計画の合理性妥当性 業務基準書の人員確保

設置目的に合致したサービ
ス提供

各種スポーツ教室に
延50人以上参加

・スポーツ教室開
催数
　年間　12コマ
・スポーツ教室延
べ参加者数
　28人

参加者アンケート
等によりニーズの
把握を適切に行
い，教室の充実を
図ることを求め
る。

市の歳入の増加

施設管理に関する利用者
アンケートで「満足」が60％以上

・H26年施設アン
ケートを実施
　接遇項目「満足
以上」：69.9％

苦情･要望に対する対応
苦情・要望には14日以内
に回答

・苦情対応マニュ
アルを整備
・苦情，要望には
迅速に対応し，回
答までに14日を超
えるものはなかっ
た。

必要な対応を行っ
た。

市 民

広報の充実
ホームページに施設の情報
及びブログを月1回以上更新

・ＨＰでの情報提
供実施（１回/月以
上）
・館長ブログ実施
（概ね１回/月以上
更新）

更に指定管理者
HP等の活用を望
む。

基準利用者数の達成 利用者数年間73,000人以上

・60,792人
※H27年1月上旬
からトラックの改
修工事による利用
制限あり。

トラックの改修工
事に伴い，トラック
利用者のトレーニ
ング利用が見込
めなかったことか
ら，目標達成にい
たらなかった。

各種サービス別満足度

評価項目 評価指標 実績 評価コメント
※



B

B

B

B

B

B

B

B

B労働関係法令の遵守 ・遵守した。
適切に対応してい
た。

人 材

業務に必要な資格又は専門
知識，経験を有する職員の
配置

・各種資格所有者
やスポーツ施設管
理の経験者を適
切に配置した。

適切に対応してい
た。

配置人員のミッションの
理解度とスキルの習得度

職員研修を年2回以上実施

・平等利用研修
（2/4）
・インストラクション
研修（2/6）
・スポーツ相談研
修（2/20）
・研修の最後に理
解度テストを実施
している。

適切に対応してい
た。

労働基準の充足

事件・事故発生時の対応の
適切さ

補償を伴う事故発生件数0件

・事件，事故に対
応するマニュアル
の中で必要な規
定が整備されてい
る。必要な訓練も
実施されており事
故発生時の対応
もしっかりなされて
いる。
・補償を伴う事故
発生なし。

適切に対応してい
た。

業務基準書等に定める事項
の遵守

その他業務基準書等に
定める事項の遵守

・遵守した。
適切に対応してい
た。

配置人員条件の充足

安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

防災訓練年2回以上実施

・館長を安全責任
者とし，不在の場
合は制職員が代
行。
・消防訓練実施
（6/19，3/27）
・防災危機管理講
習会受講（2/26）
・防犯危機管理講
習会受講（10/30）

適切に対応してい
た。

当該施設の管理に係る
関係法令の遵守

コンプライアンス研修年1回
以上実施

・コンプライアンス
講習会実施
（10/1）

適切に対応してい
た。

改善勧告時の対応の迅速さ
・適切さ

改善内容に応じて軽易なも
の
即日，時間を要するもの1週
間
以内に改善対応

・簡易なものは迅
速かつ適切に実
施した。
・時間を要する業
務改善指導はな
かった。

改善指導なし。

環境に配慮した管理運営
省エネ及び環境に配慮した
取り組みの実施

・照明の間引きに
よる節電
・水道蛇口調整に
よる節水
・節水型シャワー
ヘッドの設置
・コピー用紙の裏
紙使用

適切に対応してい
た。

業 務



〔市民〕
　利用者数とスポーツ教室の参加者数が目標に届かなかった。利用者についてはトレーニングセンター自体の存在を広く
市民に周知及び高齢者割引の有効利用も含め増加につなげたい。スポーツ教室については種目，内容，指導者のスキ
ル向上，申込方法，宣伝や周知の見直し，スポーツ教室チケットの発行等で参加しやすい仕組みを作り，参加者増を図り
たい。
〔財務〕
　歳入増加については，料金改定により難しいところがあるが，利用者数及びスポーツ教室参加者数の増加を図り，歳入
の増加に繋げたい。
〔業務・人材〕
　専門的な試薬所有者の配置や各種研修を実施したことが，「事故発生なし」という結果に表れた。継続的な資格取得や
研修を実施することで，更なる職員のスキルアップを図りたい。

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

　陸上競技場のトラック改修工事による，トラック利用者によるトレーニングセンター利用が見込めなかったものの，これま
での経験を生かして，大きな問題もなく施設の管理を行いは評価できる。
　今後も施設の特性を生かしたサービス提供を行い，満足度を向上させる取り組みがなされることを期待する。

指定管理者記載欄（アピールしたい事項・未達成項目への改善策等）

【評価基準】 
Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている 

Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている 
Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない 

 ※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ 
        ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていな 

        ければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。） 


